
 

 

 

 

 

大分市地域公共交通計画 【本編】 

～新旧対照表～ 
 

 

資料１－１ 



 

旧 新 

 

６-２-３ 各公共交通やコミュニティバス等の位置付け・役割 

本市は、JR 日豊本線、豊肥本線、久大本線が結節する大分駅を中心市街地に有するとともに、関西や四

国を結ぶフェリーや空港アクセスバス、九州各県等の各都市を結ぶ高速バスや県内幹線バスの発着地となっ

ており、東九州の玄関口としての役割や大分市を含む圏域 5 市１町の大分都市圏の中枢都市としての役割

を有しています。 

このような中、中心市街地を循環する「大分きゃんバス」、路線バスが休廃止された地域を運行する「路

線バス代替交通」、公共交通の利用が不便な地域を運行する「ふれあい交通」などが路線バス等を補完して

います。 

なお、路線バスや路線バス代替交通、ふれあい交通の一部で地域間幹線系統確保維持費国庫補助金や地域

内フィーダー系統確保維持費国庫補助金を活用し、運行を維持・確保している系統があります。 

 

■位置付け・役割 

位置付け 公共交通・事業 役割 確保・維持 

広域幹線 

(公共交通幹線軸) 
鉄道 

JR 日豊本線、豊肥本線、久大本

線の全 17 駅があり、市民の地域

内交通だけでなく、都市拠点から

市外への広域交通を担います。 

交通事業者等関係者と適宜協議

を実施し、今後の方針について検討

します。 

地域内幹線 

(公共交通幹線軸) 

路線バス 

大分駅を発着地として、市内並

びに隣接市等の各拠点を運行しま

す。 

交通事業者等関係者と適宜協議

を実施し、今後の方針について検討

します。一部系統※については、地

域公共交通確保維持事業（幹線補

助）を活用し持続可能な運行を目指

します。 

支線 

(拠点間連携軸) 

市内各地域を運行し、軸となる

幹線などと接続しており、本市の

市内人口の 97.4％（P29「図 鉄

道と路線バスの人口カバー状況の

整理結果」参照）をカバーしていま

す。 

交通事業者等関係者と適宜協議

を実施し、今後の方針について検討

します。一部系統については、地域

公共交通確保維持事業(フィーダー

補助)を活用し持続可能な運行を目

指します。 

支線 

(地区拠点内移動) 

ふれあい交通 

市内の交通不便地域において、

買い物や通院など日常生活におけ

る移動手段を担います。 

交通事業者と連携した取組によ

り、地域の方のニーズにあった運行

を確保します。一部系統について

は、地域公共交通確保維持事業（フ

ィーダー補助）を活用し持続可能な

運行を目指します。 

路線バス 

代替交通 

路線バスが休廃止となった地域

において代替交通を運行し、地域

の生活交通を担います。 

交通事業者と連携して、一定以上

の運行水準を確保します。一部系統

については、地域公共交通確保維持

事業（フィーダー補助）を活用し持

続可能な運行を目指します。 

大分 

きゃんバス 

JR 大分駅やまちなか、大分市美術

館等の回遊性向上など、中心市街地

における移動を担います。 

交通事業者と連携して、一定以上

の運行水準を確保します。 

※市域をまたいで運行する地域間幹線系統の一部系統は、県等が策定する地域公共交通計画に位置付け、

役割、必要性等が設定されており、それに基づき、地域公共交通確保維持事業を活用します。 
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６-２-３ 各公共交通やコミュニティバス等の位置付け・役割 

本市は、JR 日豊本線、豊肥本線、久大本線が結節する大分駅を中心市街地に有するとともに、関西や四

国を結ぶフェリーや空港アクセスバス、九州各県等の各都市を結ぶ高速バスや県内幹線バスの発着地とな

っており、東九州の玄関口としての役割や大分市を含む圏域 5 市１町の大分都市圏の中枢都市としての役

割を有しています。 

このような中、中心市街地を循環する「大分きゃんバス」、路線バスが休廃止された地域を運行する「路

線バス代替交通」、公共交通の利用が不便な地域を運行する「ふれあい交通」などが路線バス等を補完して

います。 

なお、路線バスや路線バス代替交通、ふれあい交通の一部で「地域間幹線系統確保維持費国庫補助金」、

「地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金」及び「地域内観光フィーダー系統補助金」を活用し、運行

を維持・確保している系統があります。 

■位置付け・役割 

位置付け 公共交通・事業 役割 確保・維持 

広域幹線 

(公共交通幹線軸) 
鉄道 

JR 日豊本線、豊肥本線、久大本

線の全 17 駅があり、市民の地域

内交通だけでなく、都市拠点から

市外への広域交通を担います。 

交通事業者等関係者と適宜協議を

実施し、今後の方針について検討し

ます。 

地域内幹線 

(公共交通幹線軸) 

路線バス 

大分駅を発着地として、市内並

びに隣接市等の各拠点を運行し

ます。 

交通事業者等関係者と適宜協議を

実施し、今後の方針について検討し

ます。一部系統※については、地域公

共交通確保維持事業（幹線補助）を活

用し持続可能な運行を目指します。 

支線 

(拠点間連携軸) 

市内各地域を運行し、軸となる

幹線などと接続しており、本市の

市内人口の 97.4％（P29「図 鉄

道と路線バスの人口カバー状況

の整理結果」参照）をカバーして

います。 

交通事業者等関係者と適宜協議を

実施し、今後の方針について検討し

ます。一部系統については、地域公共

交通確保維持事業(地域内フィーダ

ー補助)及び観光振興事業（地域内観

光フィーダー補助)を活用し持続可

能な運行を目指します。 

支線 

(地区拠点内移動) 

ふれあい交通 

市内の交通不便地域において、

買い物や通院など日常生活にお

ける移動手段を担います。 

交通事業者と連携した取組によ

り、地域の方のニーズにあった運行

を確保します。一部系統については、

地域公共交通確保維持事業（地域内

フィーダー補助）を活用し持続可能

な運行を目指します。 

路線バス 

代替交通 

路線バスが休廃止となった地

域において代替交通を運行し、地

域の生活交通を担います。 

交通事業者と連携して、一定以上

の運行水準を確保します。一部系統

については、地域公共交通確保維持

事業（地域内フィーダー補助）を活用

し持続可能な運行を目指します。 

大分 

きゃんバス 

JR 大分駅やまちなか、大分市美

術館等の回遊性向上など、中心市街

地における移動を担います。 

交通事業者と連携して、一定以上

の運行水準を確保します。 

※市域をまたいで運行する地域間幹線系統の一部系統は、県等が策定する地域公共交通計画に位置付け、

役割、必要性等が設定されており、それに基づき、地域公共交通確保維持事業を活用します。 
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旧 新 

  ６-２-４地域公共交通確保維持事業の必要性 

本市における地域公共交通の基本理念、基本方針、あるべき姿を目指すためには、既存の公共交通を最大

限活用するとともに、国庫補助を活用した事業を実施することにより、地域公共交通ネットワークを確保・

維持する必要があります。国庫補助を活用した事業の必要性は以下のとおりです。 

 

■地域公共交通確保維持事業（フィーダー補助）の活用 

・路線バスにおいては、利用者が少ない不採算路線については、交通事業者単独による維持が厳しく、特

に過疎地域及び交通不便地域を運行する路線バスは維持が困難な状況です。 

・また、鉄道、路線バスがない交通不便地域において、市民等の買い物や通院、その他の外出を支える移

動手段がなく、日常生活に支障をきたすおそれがある状況です。 

・このため、地域公共交通確保維持事業により、路線バス、路線バス代替交通、ふれあい交通を運行する

ことで、市民の移動手段の確保が必要です。 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■各事業における必要性 

番号 事業名 必要性 

１ 路線バス（臼関線） 

・大分市と臼杵市を結ぶルートで主に佐賀関地域の市民の通勤や買

い物、通院等の日常生活での移動を担っています。また、臼関線

以外の路線バスはなく、欠かせない路線です。 

・一方で、過疎地域は特に人口減少や高齢化率が高く、採算性の確

保が難しいため、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・

維持する必要があります。 

 

 

 

２ 

路線バス代替交通

運行事業（柞原線、

机張原線、中大山

線、東八幡線） 

・八幡地域の市民の通勤や通学、買い物等の日常生活での移動を担

っています。また、八幡地域から最寄りの路線バス停留所まで接

続しており、路線バスを補完する欠かせない事業です。 

・一方で、交通不便地域の移動手段の確保等を目的としており、自

治体や交通事業者の努力だけでは事業の維持は厳しく、地域公共

交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要があります。 

３ 
ふれあい交通運行

事業（一部ルート） 

・公共交通不便地域において、市民の買い物、通院、その他の外出

機会など、日常生活での移動手段を担っています。また、不便地

域から最寄りの路線バス停留所まで接続しており、路線バスを補

完する欠かせない事業です。 

・一方で、高齢者等の移動手段の確保等を目的としており、自治体

や交通事業者の努力だけでは事業の維持は厳しく、地域公共交通

確保維持事業により運行を確保・維持する必要があります。 
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 ６-２-４国庫補助事業の必要性 

本市における地域公共交通の基本理念、基本方針、あるべき姿を目指すためには、既存の公共交通を最大

限活用するとともに、国庫補助を活用した事業を実施することにより、地域公共交通ネットワークを確保・

維持する必要があります。国庫補助を活用した事業の必要性は以下のとおりです。 

 

■地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統補助）の活用 

・路線バスにおいては、利用者が少ない不採算路線については、交通事業者単独による維持が厳しく、特

に過疎地域及び交通不便地域を運行する路線バスは維持が困難な状況です。 

・鉄道、路線バスがない交通不便地域においては、市民等の買い物や通院、その他の外出を支える移動手

段がなく、日常生活に支障をきたすおそれがある状況です。 

・このため、地域公共交通確保維持事業を活用し、路線バス、路線バス代替交通、ふれあい交通により市

民の移動手段を確保する必要があります。 

 

■観光振興事業（地域内観光フィーダー系統補助）の活用 

・路線バスにおいては、利用者が少ない不採算路線については、交通事業者単独による維持が厳しく、特

に過疎地域及び交通不便地域を運行する路線バスは維持が困難な状況です。 

・また、地域住民の日常生活を支える生活交通の一部路線では、鉄道駅等の主要交通結節点と観光地域を

結び、観光客の二次交通としての役割を担う路線があります。 

・自家用車を利用しない観光客や訪日外国人旅行者にとって、観光資源へのアクセス手段は限られてお

り、路線バスが廃止されると観光地への移動に支障をきたすおそれがある状況です。 

・このため、地域内観光フィーダー系統補助を活用し、生活交通としての役割に加え、観光の二次交通と

して市民及び観光客の移動手段を確保する必要があります。 

 

■各事業における必要性 

番号 事業名 必要性 

１ 路線バス（臼関線） 

・主に佐賀関地域の市民の通勤や買い物、通院等の移動を担う、日

常生活に欠かせない路線です。また、佐賀関～臼杵駅間は、佐賀

関地区と主要交通結節点である臼杵駅を結ぶ公共交通機関であ

り、観光客の移動手段としての役割も担っています。 

・一方、過疎地域は特に人口減少や高齢化率が高く、採算性の確保

が難しく、交通事業者単独での路線の維持が困難な状況です。 

・このため、佐賀関～下浦間を運行する系統については地域公共交

通確保維持事業、佐賀関～臼杵駅間を運行する系統については観

光振興事業により運行を確保・維持する必要があります。 

２ 

路線バス代替交通

運行事業（柞原線、

机張原線、中大山

線、東八幡線） 

・八幡地域の市民の通勤や通学、買い物等の日常生活での移動を担

っています。また、八幡地域から最寄りの路線バス停留所まで接

続しており、路線バスを補完する欠かせない事業です。 

・一方で、交通不便地域の移動手段の確保等を目的としており、自

治体や交通事業者の努力だけでは事業の維持は厳しく、地域公共

交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要があります。 

３ 
ふれあい交通運行

事業（一部ルート） 

・公共交通不便地域において、市民の買い物、通院、その他の外出

機会など、日常生活での移動手段を担っています。また、不便地

域から最寄りの路線バス停留所まで接続しており、路線バスを補

完する欠かせない事業です。 

・一方で、高齢者等の移動手段の確保等を目的としており、自治体

や交通事業者の努力だけでは事業の維持は厳しく、地域公共交通

確保維持事業により運行を確保・維持する必要があります。 
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〈別表〉 

■路線バス、路線バス代替交通、ふれあい交通の国庫補助対象系統に関して、事業及び実施主体の概要 
令和８年４⽉１⽇時点 

路線バス、路線バス代替交通 
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〈別表〉 

■路線バス、路線バス代替交通、ふれあい交通の国庫補助対象系統に関して、事業及び実施主体の概要 
令和８年８⽉２１⽇時点 

路線バス、路線バス代替交通 
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系統名 運行経路 
事業許

可 
区分 

運行 
態様 

実施 
主体 

補助事業 
の活用 

伯大線 金池ターミナル～佐伯駅 

４条乗合 
路線定期
運行 

交通事業者 幹線補助 

臼大線 金池ターミナル～臼杵港ターミナル 

佐賀関線 大分駅～佐賀関 

鉄輪線 大分駅～鉄輪 

別大線 大分駅～関の江 

臼関線 佐賀関～臼杵駅 

４条乗合 
路線定期
運行 

交通事業者 

観光フィー

ダー補助 

臼関線 佐賀関～下浦 
地域内フィ

ーダー補助 

その他系統 

(路線バス） 

市内その他系統 

・大分駅前～鶴崎 

・県庁正門前～明磧～わさだ T 

～三愛メディカル 等 

４条乗合 
路線定期
運行 

交通事業者 なし 

路線バス 

代替交通 

（のつはる

コミュニテ

ィバス） 

のつはるコミュニティバス 

上原～竹の内～野津原支所 等 

４条乗合 
路線定期

運行 

大分市 

（運行は交通事

業者に委託） 

なし 

路線バス 

代替交通 

（やはたコ

ミュニティ

バス） 

柞原線 
野稲田～ミスターマックス

～生石一丁目 等 

４条乗合 
路線定期

運行 

大分市 

（運行は交通事

業者に委託） 

地域内フ

ィーダー

補助 

机張原線 
新村～ミスターマックス～

生石一丁目 等 

中大山線 中大山～生石一丁目 等 

東八幡線 
東八幡～ミスターマックス

～生石一丁目 

大分 

きゃんバス 
大分駅上野の森口～大分市美術館 ４条乗合 

路線定期

運行 

大分市 

（運行は交通事

業者に委託） 

なし 

 

系統名 運行経路 
事業許

可 
区分 

運行 
態様 

実施 
主体 

補助事業 
の活用 

伯大線 金池ターミナル～佐伯駅 

４条乗合 
路線定期
運行 

交通事業者 幹線補助 

臼大線 金池ターミナル～臼杵港ターミナル 

佐賀関線 大分駅～佐賀関 

鉄輪線 大分駅～鉄輪 

別大線 大分駅～関の江 

臼関線 佐賀関～臼杵駅 
４条乗合 

路線定期
運行 

交通事業者 
フィーダ

ー補助 臼関線 佐賀関～下浦 

その他系統 

(路線バス） 

市内その他系統 

・大分駅前～鶴崎 

・県庁正門前～明磧～わさだ T 

～三愛メディカル 等 

４条乗合 
路線定期
運行 

交通事業者 なし 

路線バス 

代替交通 

（のつはる

コミュニテ

ィバス） 

のつはるコミュニティバス 

上原～竹の内～野津原支所 等 

４条乗合 
路線定期

運行 

大分市 

（運行は交通事

業者に委託） 

なし 

路線バス 

代替交通 

（やはたコ

ミュニティ

バス） 

柞原線 
野稲田～ミスターマックス

～生石一丁目 等 

４条乗合 
路線定期

運行 

大分市 

（運行は交通事

業者に委託） 

フィーダ

ー補助 

机張原線 
新村～ミスターマックス～

生石一丁目 等 

中大山線 中大山～生石一丁目 等 

東八幡線 
東八幡～ミスターマックス

～生石一丁目 

大分 

きゃんバス 
大分駅上野の森口～大分市美術館 ４条乗合 

路線定期

運行 

大分市 

（運行は交通事

業者に委託） 

なし 
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P122 

ふれあい交通 

系統名（ルート） 運行経路 
事業許可

区分 
運行 
態様 

実施 
主体 

補助事業
の活用 

赤仁田 赤仁田～庵ノ平～判田局前バス停 

４
条
乗
合 

路
線
不
定
期
運
行 

大
分
市
（
運
行
は
交
通
事
業
者
に
委
託
） 

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助 

樫原 樫原中～小岳～判田局前バス停 

弓立 他２ 黒岩～平原橋～戸次バス停 

中野 中野停留所～中町停留所～戸次バス停 

上石合 屋形木～新鮮市場～野津原支所 

入蔵 グループホーム館奥～新鮮市場～野津原バス停 

市尾 奥村～坂ノ市郵便局～坂ノ市駅バス停 

延命寺 栗熊～延命寺入口～坂ノ市駅バス停 

一木 田尾～政所南公民館～浜入口バス停 

屋山 屋山団地～TOTO 北～坂ノ市駅バス停 

折立 折立上～殿下橋～坂ノ市駅バス停 

道尻 タブの木～下道尻橋～坂ノ市駅バス停 

上白木 13 組～御幸～生石一丁目バス停 

木佐上 他１ 赤井～西山下～馬場バス停 

大志生木 元宮～原住宅～大志生木バス停 

大黒 大黒～セキストア上浦店～佐賀関バス停 

河内 明谷橋～河内公民館～河内入口バス停 

緑ケ丘・辛幸 2 区 辛幸２区公民館～緑ケ丘公民館～古宮バス停 

端登 伊与床谷～伊与床公民館前～戸次バス停 

４
条
乗
合 

路
線
不
定
期
運
行 

大
分
市
（
運
行
は
交
通
事
業
者
に
委
託
） 

な
し 

大内 日平～尾津留公民館～戸次バス停 

旦野原 他１ 美し野公民館南～叶～川久保バス停 

摺 丹生山～新鮮市場～野津原支所 

朝海 朝海～新鮮市場～野津原支所 

高沢 杵ヶ原～新鮮市場～野津原支所 

舟ヶ平 舟ヶ平～福成寺前バス停～新鮮市場 

畑 畑精米所前～願光寺～坂の市バス停 

家島 家島公民館前～鶴崎支所前バス停～鶴崎バス停 

葛木 ニュータウン葛木～森中村バス停 

堂園 他１ スポーツパークグラウンド前～堂園公民館前～鶴崎バス停 

広内 円通寺～広内～宮河内団地入口バス停 

庄の原 庄の原 1-1～ケアハウス庄の原苑前～田中北バス停 

望みが丘 3４街区中央～南新町～北公園前バス停 

曙台 城原東～リブホール大在～浜入口バス停 

福水 福水集会所～福水入口～佐賀関バス停 

曲・芳河原 上富岡～曲公民館～光吉入口バス停 

 

ふれあい交通 

系統名（ルート） 運行経路 
事業許可

区分 
運行 
態様 

実施 
主体 

補助事業
の活用 

赤仁田 赤仁田～庵ノ平～判田局前バス停 

４
条
乗
合 

路
線
不
定
期
運
行 

大
分
市
（
運
行
は
交
通
事
業
者
に
委
託
） 

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助 

樫原 樫原中～小岳～判田局前バス停 

弓立 他２ 黒岩～平原橋～戸次バス停 

中野 中野停留所～中町停留所～戸次バス停 

上石合 屋形木～新鮮市場～野津原支所 

入蔵 グループホーム館奥～新鮮市場～野津原バス停 

市尾 奥村～坂ノ市郵便局～坂ノ市駅バス停 

延命寺 栗熊～延命寺入口～坂ノ市駅バス停 

一木 田尾～政所南公民館～浜入口バス停 

屋山 屋山団地～TOTO 北～坂ノ市駅バス停 

折立 折立上～殿下橋～坂ノ市駅バス停 

道尻 タブの木～下道尻橋～坂ノ市駅バス停 

上白木 13 組～御幸～生石一丁目バス停 

木佐上 他１ 赤井～西山下～馬場バス停 

大志生木 元宮～原住宅～大志生木バス停 

大黒 大黒～セキストア上浦店～佐賀関バス停 

河内 明谷橋～河内公民館～河内入口バス停 

緑ケ丘・辛幸 2 区 辛幸２区公民館～緑ケ丘公民館～古宮バス停 

端登 伊与床谷～伊与床公民館前～戸次バス停 

４
条
乗
合 

路
線
不
定
期
運
行 

大
分
市
（
運
行
は
交
通
事
業
者
に
委
託
） 

な
し 

大内 日平～尾津留公民館～戸次バス停 

旦野原 他１ 美し野公民館南～叶～川久保バス停 

摺 丹生山～新鮮市場～野津原支所 

朝海 朝海～新鮮市場～野津原支所 

高沢 杵ヶ原～新鮮市場～野津原支所 

舟ヶ平 舟ヶ平～福成寺前バス停～新鮮市場 

畑 畑精米所前～願光寺～坂の市バス停 

家島 家島公民館前～鶴崎支所前バス停～鶴崎バス停 

葛木 ニュータウン葛木～森中村バス停 

堂園 他１ スポーツパークグラウンド前～堂園公民館前～鶴崎バス停 

広内 円通寺～広内～宮河内団地入口バス停 

庄の原 庄の原 1-1～ケアハウス庄の原苑前～田中北バス停 

望みが丘 3４街区中央～南新町～北公園前バス停 

曙台 城原東～リブホール大在～浜入口バス停 

福水 福水集会所～福水入口～佐賀関バス停 

曲・芳河原 上富岡～曲公民館～光吉入口バス停 
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■目標値の算出根拠 
 

●フィーダー補助系統（路線バス）の利⽤者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●路線バス代替交通利⽤者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ふれあい交通の利⽤者数  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目標値は、現状維持を目指し、25,594 人/年とする。 

・目標値は、現状維持を目指し、7,017 人/年とする。 

・目標値は、2019（令和元）年度まで回復することを目指し、10,500 人/年とする。 

図 ふれあい交通の利用者数（人/年） 

7,701

8,823

10,188 10,519

7,834

10,500

5,000

10,000

15,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

現況値 目標値

（人/年）

（年度）

【対象フィーダー補助系統】 
・⾅関線（佐賀関〜⾅杵駅） 
・⾅関線（佐賀関〜下浦） 
 
※数値の算出は、補助金にあわせ前年 10 月～９月とする 
         
 

【対象代替交通】 
・のつはるコミュニティバス 
・やはたコミュニティバス（フィーダー補助系統） 
 
現況値の数値について 
・のつはる（8,200 人/年） 
2020（令和 2）年 10 月からの運行のため、現況値は、2020（令和 2）年 10 月～2021（令和 3）年 9 月の数値を採用し、

令和 3 年度は、2021（令和 3）年 4 月～2022（令和 4）年 3 月までの数値を実績値として取り扱う 
・やはた（17,394 人/年） 
1 便あたり 2 名以上の乗車を目標として算出。 
 

■目標値の算出根拠 
 

●フィーダー補助系統（路線バス）の利⽤者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●路線バス代替交通利⽤者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ふれあい交通の利⽤者数  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目標値は、現状維持を目指し、25,594 人/年とする。 

・目標値は、現状維持を目指し、7,017 人/年とする。 

・目標値は、2019（令和元）年度まで回復することを目指し、10,500 人/年とする。 

図 ふれあい交通の利用者数（人/年） 

7,701

8,823

10,188 10,519

7,834

10,500

5,000

10,000

15,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

現況値 目標値

（人/年）

（年度）

【対象フィーダー補助系統】 
■地域内フィーダー 

・⾅関線（佐賀関〜下浦） 
 
■地域内観光フィーダー 

・⾅関線（佐賀関〜⾅杵駅） 
 
※数値の算出は、補助金にあわせ前年 10 月～９月とする 
※目標値は、地域内フィーダー及び地域内観光フィーダーの合計とする 
     

【対象代替交通】 
・のつはるコミュニティバス 
・やはたコミュニティバス（地域内フィーダー） 
 
現況値の数値について 
・のつはる（8,200 人/年） 
2020（令和 2）年 10 月からの運行のため、現況値は、2020（令和 2）年 10 月～2021（令和 3）年 9 月の数値を採用し、

令和 3 年度は、2021（令和 3）年 4 月～2022（令和 4）年 3 月までの数値を実績値として取り扱う 
・やはた（17,394 人/年） 
1 便あたり 2 名以上の乗車を目標として算出。 
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